
日
韓
に
お
け
る
類
義
語
の
音
訓
反
復
表
現
に
つ
い
て

―
―
日
日
（
ひ
ニ
チ
）、
야
밤
（
夜
（
ヤ
））
な
ど
を
中
心
に

李

勇

九

一

は
じ
め
に

日
本
語
の
漢
（
字
）
語
の
読
み
方
は
「
日
日：

ひ
（
訓
（
義
））
＋
ニ
チ

（（
１
）音）」
の
よ
う
に
「
訓
」
と
「
音
」
が
あ
る
。
韓
国
語
も
「
夜
」
と
い
う

形
を
야
（
ヤ
（
音
））
と
밤
（
ば
む
（
訓
（
義
））
で
読
ん
で
い
る
。日
本
語
、

韓
国
語
の
漢
（
字
）
語
の
音
訓
を
以
下
の
よ
う
に
示
す
。

形

夜

日

音

（
Ｊ
）夜（
ヤ
）（
Ｋ
）야（
ヤ
）（
Ｊ
）日（
ニチ・ジ
ツ
）（
Ｋ
）일（
イ
ル
）

訓（
義
）（
Ｊ
）夜（
よ
る
）（
Ｋ
）밤（
ぱ
む
）（
Ｊ
）日（
ひ・か
）（
Ｋ
）날（
な
る
）

辞
典
の
見
出
し
語
で
見
え
る
類
義
語
の
音
訓
又
は
訓
音
で
表
れ
て
い
る
例

の
中
で
一
字
漢
（
字
）
語
を
中
心
と
し
て
比
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。「
び
っ

く
り
仰
天
」
の
「
び
っ
く
り
」
に
「
仰
天
」、「
더
이
상
（‐

以
上
）」
の
「
더

（
と
（
訓
）・（
も
っ
と
（
義
）））」
に
「
以
上
」
の
よ
う
な
二
字
漢
（
字
）

語
は
対
象
外
と
す
る
。

類
義
語
は
沖
森
編
『
語
と
語
彙
』（
２
０
１
２
）
の
等
価
関
係
（
母
・
お

か
あ
さ
ん
）、
包
摂
関
係
（
く
る
ま
・
自
動
車
）、
共
通
関
係
（
い
え
・
う
ち
）、

隣
接
関
係
（
生
徒
・
学
生
）
の
よ
う
な
関
係
の
類
義
語
を
対
象
に
す
る
。
日

本
語
の
音
訓
は
『
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』
第
２
版
を
参
考
に
す
る
。
韓
国

語
は
『
東
亜
漢
韓
大
辞
典
』
と
『
現
代
實
用
玉
篇
』
最
新
版
を
参
考
に
す

る
。

二

辞
書
に
見
え
る
例

今
回
に
お
い
て
例
は
以
下
の
両
国
語
辞
典
で
選
ん
で
、
参
照
し
た
。

《
日
本
語
》

『
明
鏡
国
語
辞
典
』、『
小
学
館
日
本
語
新
辞
典
』、『
新
明
解
国
語
辞
典
』

《
韓
国
語
》

『
延
世
韓
国
語
辞
典
』、『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス
国
語
辞
典
』、『
東
亜
새
国
語
辞
典
』

上
記
の
日
韓
両
言
語
を
対
象
に
し
て
、
韓
国
語
は
『
우
리（
２
）말

語
源
辞
典
』、

『
우
리
말
의

통
사

어
찌
씨

연
구
』、日
本
語
は
『
大
辞
林
』
と
『
広
辞
苑
』

な
ど
も
参
考
に
し
て
意
味
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
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二‐

一

副
詞
の
例

二‐
一‐

一

「
訓(

義)

＋
音
」
の
例（
湯
桶
読
み
の
よ
う
な
例
）

《
韓
国
語
》

１
．
난
생
（‐

生
（
な
ん
セ
ン
））

난
（
な
ん
）
は
「
生
ま
れ
る
」
の
나
다
（
な
だ
）
の
連
体
詞
で
、
日
本
語
の

「
訓
」
の
よ
う
な
例
で
訓
読
み
に
当
る
。
생
（
セ
ン
）
は
「
生
」
の
「
音
」

で
あ
る
。
即
ち
、
난
생
は
「
訓
」
と
「
音
」
の
類
義
語
の
反
復
表
現
で
、
日

本
語
の
湯
桶
読
み
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
類
義
関（
３
）係の

語
が
二
回
表
れ
て

「
こ
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
」
と
い
う
副
詞
に
変
わ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
（
意

味
変
化
）。

２
．
애
초
（‐

初
（
え
チ
ョ
））『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス
国
語
辞
典
』「
名
詞
だ

け
ど
副
詞
的
に
も
」

「
애‐

당
초
（‐

當
初
）」
は
「
애
초
에
（‐

初
（
え
チ
ョ
へ
））」
を
強
調

し
て
い
る
語
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
「
애
（
え
）」
は
中
世
語

「
아

ᅀᅵ﹇
初
（
초
）﹈」
が
変
化
し
た
形
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
（
아

ᅀᅵ→

아
이→

애
）。『
延
世
韓
国
語
辞
典
』
に
は
「
애
（
え
）」
は
接
頭
語
で
一
部

の
名
詞
に
付
い
て
「
幼
い
」「
初
め
て
の
」
な
ど
の
意
を
表
し
て
い
る
と
書

い
て
あ
る
。
초
（
チ
ョ
）
は
「
初
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表

現
の
湯
桶
読
み
の
よ
う
な
例
で
、
接
頭
語
が
つ
い
て
い
る
強
調
表
現
と
も
考

え
ら
れ
る
。

二‐

一‐

二

「
音
＋
訓（
義)

」
の
例
（
重
箱
読
み
の
よ
う
な
例
）

《
韓
国
語
》

１
．
별
달
리
（
別‐

（
ピ
ョ
ル
た
る
り
））

별
（
ピ
ョ
ル
）
は
「
別
」
の
「
音
」
で
あ
る
。달
리
（
た
る
り
）
は
「
他
に
、

別
に
」
の
副
詞
で
あ
る
（『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス
国
語
辞
典
』）。「
音
」
と
「
訓
」

の
重
箱
読
み
の
よ
う
な
例
で
あ
る
が
、
별
달
리
が
見
出
し
語
と
し
て
出
し
て

い
な
い
辞
典
が
多
い
。
し
か
し
、『
우
리
말
의

통
사

어
찌
씨

연
구
』
で
は

「
별
다
르
다
（
特
別
だ
）」
に
派
生
接
辞
「‐

이
（
い
）」
が
着
い
た
副
詞
と

し
て
認
め
て
い（
４
）る。

달
리
（
た
る
り
）

だ
け
で
も
意
味
は
通
じ
る
の
に
接

頭
語
の
よ
う
に
별
（
別‐

（
ピ
ョ
ル
））
を
つ
け
て
強
調
し
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

２
．
야
밤
（
夜‐

（
ヤ
ば
む
））
에

야
（
ヤ
）
は
「
夜
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
밤
（
ば
む
）
は
「
夜
」
の
「
訓
」

で
あ
る
。
重
箱
読
み
の
類
義
語
の
反
復
表
現
で
あ
る
が
、『
民
衆
エ
ッ
セ
ン

ス
国
語
辞
典
』
に
は
名
詞
と
し
て
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
真
夜
中
に
」

の
よ
う
に
助
詞
「
〜
に
」
が
付
い
た
形
の
「
야
밤
（
夜‐

）
에
」
の
よ
う
に

時
を
表
す
副
詞
と
も
考
え
ら
れ
る
。
밤
（
ば
む
）
の
意
味
を
強
調
す
る
た
め

に
接
頭
語
の
よ
う
に
야
（
夜‐

（
ヤ
））
を
つ
け
て
「
深
い
真
夜
中
に
」
と

強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

３
．
연
거
푸
（
連‐

（
ヨ
ン
こ
ぷ
））

연
（
ヨ
ン
）
は
「
連
」
の
「
音
」
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
「
連

（
연
（
ヨ
ン
））
＋
겊
（
こ
っ
）
＋
우
（
う
）」
に
分
析
し
て
、「
겊
（
こ
っ
）」
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は
「
ᄀᆞᆲ
다
／
ᄀᆞᆲ
다
﹇
竝
・
重
疊
﹈」
の
語
根
と
同
根
語
で
「
우
（
う
）」

は
副
詞
の
接
辞
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
거
푸
（
こ
ぷ
）
の
「
重
ね
て
、
繰

り
返
し
て
」
の
意
で
あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
重
箱
読
み
の
よ
う
な
例

と
見
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。
거
푸
（
こ
ぷ
）
に
接
頭
語
の
よ
う
に
연
（
連

‐

（
ヨ
ン
））
を
つ
け
て
「
引
き
続
き
、
続
け
さ
ま
に
」
の
よ
う
に
強
調
し

て
い
る
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

ᄀᆞᆲ
ᄒ

４
．
연
이
어
（
連‐

（
ヨ
ン
い
お
））

연
（
ヨ
ン
）
は
「
連
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
이
어
（
い
お
）
は
잇
다
（
い
っ

た
）「
結
ぶ
、
繋
ぐ
」
の
語
尾
다
（
た
）
が
活
用
し
た
形
이
어
（
い
お
）
で

あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
の
重
箱
読
み
の
よ
う
な
例
と
み
て
良
い
と
思
う

の
で
あ
る
。
이
어
（
い
お
）
に
接
頭
語
の
よ
う
に
연
（
連‐

（
ヨ
ン
））
を

つ
け
て
強
調
し
「
次
次
と
、
連
な
っ
て
」
の
意
に
な
る
（
接
頭
語
の
よ
う

に
）。

５
．
직
바
로
（
直‐

（
チ
ッ
ば
ろ
）

직
（
チ
ッ
）
は
「
直
」
の
「
音
」
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
副
詞

の
「
바
로
（＞

바

ᄅᆞ
）（
ば
ろ
）」
は
基
本
意
味
が
「
直
（
직
（
チ
ッ
））」
で

「
ま
っ
す
ぐ
に
、
正
し
く
、
正
直
に
、
直
に
」
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
類

義
語
の
反
復
表
現
の
湯
桶
読
み
の
よ
う
な
例
で
接
頭
語
の
よ
う
に
직
（
直‐

（
チ
ッ
）
を
つ
け
て
強
調
し
て
い
る
と
も
見
え
る
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

《
日
本
語
》

今
回
の
調
べ
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

《
韓
国
語
》

「
訓
（
義
）
＋
音
」
２
語
「
난
생
（‐

生
（
な
ん
セ
ン
））、
애
초
（‐

初

（
え
チ
ョ
））」

・「
한
글
（
固
有
語
）
＋
漢
（
字
）
語
の
音
」
の
「
訓
（
義
）
＋
音
」
の
湯

桶
読
み
の
よ
う
な
例
は
２
語
が
調
べ
ら
れ
た
。
動
詞
（
나
다
（
な
だ
（
生
ま

れ
る
）））
の
連
体
詞
の
난
（
な
ん
）
と
接
頭
語
の
애
（
え
）
が
つ
い
て
強
調

し
て
い
る
と
も
見
え
る
。
난
（
な
ん
）、
생
（
セ
ン
）、
애
（
え
）、
초
（
チ
ョ
）

の
単
独
で
は
意
味
が
伝
わ
り
に
く
い
。

・「
付
語
（
付
け
加
え
る
語
）」
と
「
本
語
（
本
に
な
る
語
）」
と
分
け
る
の

は
難
し
い
が
、
漢
（
字
）
語
の
意
味
の
可
視
的
な
効
果
か
ら
見
る
と
、
애
초

（‐

初
（
え
チ
ョ
））
と
난

생
（‐

生
（
な
ん
セ
ン
））
の
「
音
」
の
초

（‐

初
（
チ
ョ
））
と
생
（‐

生
（
セ
ン
））
と
が
「
本
語
」
で
、
接
頭
語
の

애
（
え
）
と
連
体
詞
の
난
（
な
ん
）
は
固
有
語
の
「
訓
（
義
）」
で
「
付
語
」

で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
音
＋
訓
（
義
）」

・「
漢
（
字
）
語
の
音
＋
한
글
（
固
有
語
）」
の
「
音
＋
訓
（
義
）」
の
重
箱

読
み
の
よ
う
な
例
は
、
별
달
리
（
別‐

（
ピ
ョ
ル
た
る
り
））、
야
밤
（
夜‐

（
ヤ
ば
む
））、
연
거
푸
（
連‐

（
ヨ
ン
こ
ぷ
））、
연
이
어
（
連‐

（
ヨ
ン
い

お
））、
직
바
로
（
直‐

（
チ
ッ
ば
ろ
）
の
５
語
が
調
べ
ら
れ
た
。

・
달
리
（
別
に
）、
밤
（
夜
）、
거
푸
（
続
け
て
）、
이
어
（
繋
い
て
）、
바
로

（
直
）
の
４
語
は
「
訓
（
義
）」
だ
け
で
も
意
味
が
伝
わ
る
。
し
か
し
、
接

頭
語
の
よ
う
な
별
（
別
）、
야
（
夜
）、
연
（
連
）、
직
（
直
）
だ
け
で
は
書

き
言
葉
で
は
な
い
場
合
は
意
味
が
伝
わ
り
に
く
い
。

・「
달
리
（
別
に
）、
밤
（
夜
）、
거
푸
（
続
け
て
）、
이
어
（
繋
い
て
）、
바
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로
（
直
）」
だ
け
で
も
意
味
が
伝
わ
る
の
で
「
本
語
」
と
み
て
、「
별
（
別
）、

야
（
夜
）、
연
（
連
）、
직
（
直
）」
だ
け
で
は
意
味
が
伝
わ
り
に
く
い
の
で

「
付
語
」
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
付
語
」
は
接

頭
語
の
よ
う
に
つ
い
て
強
調
す
る
た
め
に
付
け
加
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
即
ち
、「
音
＋
訓
（
義
）」
で
「
音
」
が
「
付
語
」、「
訓
（
義
）」
は
「
本

語
」
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

・「
訓
（
義
）
＋
音
」
で
は
애
초
（‐

初
（
え
チ
ョ
））
の
「
訓
（
義
）」
の

固
有
語
の
애
（
え
）
を
接
頭
語
に
使
い
、「
音
＋
訓
（
義
）」
で
は
별
달
리

（
別‐

（
ピ
ョ
ル
た
る
り
））
の
「
音
」
の
漢
（
字
）
語
の
별
（
別
）
を
接

頭
語
の
よ
う
に
使
っ
て
可
視
化
の
効
果
で
意
味
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
。

《
日
本
語
》

「
訓
（
義
）
＋
音
」「
音
＋
訓
（
義
）」
で
類
義
語
の
反
復
表
現
で
副
詞
の
例

は
な
か
っ
た
。

二‐

二

名
詞
の
例

二‐

二‐

一

「
訓（
義
）＋
音
」
の
例
（
湯
桶
読
み
の
よ
う
な
例
）

《
韓
国
語
》

１
．
개
천
（‐

川
（
け
チ
ョ
ン
））

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
개
（
け
）
は
１５
世
紀
の
文
献
〈
龍
飛
御
天
歌
〉

に
見
ら
れ
て
浦
（
포
（
ポ
）；

川
又
は
小
川
に
海
の
水
が
出
入
り
す
る
所
）

を
意
味
す
る
と
述
べ
て
い
る
。천
（
チ
ョ
ン
）
は
「
川
」
の
「
音
」
で
あ
る
。

類
義
語
の
反
復
表
現
で
あ
ろ
う
。
개
（
け
）
に
接
尾
語
の
よ
う
に
천
（‐

川

（
チ
ョ
ン
））
を
つ
け
て
意
味
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
（
接
尾
語
の
よ
う
に
）。

２
．
글
자
（‐

字
（
く
る
ザ
））

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
〈
三
国
史
記
〉
の
「
文
峴
一
云
斤
尸
﹇*kïr;

文
﹈

波
兮
」、〈
鷄
林
類
事
〉
の
「
讀
書
曰
乞
鋪
（
글
보‐

（
く
る
ボ‐

））
か
ら

「
書
（
서
（
ソ
））」
を
漢
字
音
「
乞
（*

글
（
く
る
））」
で
書
い
た
と
出
し

て
い
る
。
자
（
ザ
）
は
「
字
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で

あ
ろ
う
。
包
摂
関
係
と
も
見
え
る
글
（
く
る
）
に
接
尾
語
の
よ
う
に
자
（‐

字
（
ザ
））
を
つ
け
て
「
文
字
」
で
あ
る
こ
と
を
正
確
に
表
し
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
（
接
尾
語
の
よ
う
に
）。

３
．
낱
개
（‐

個
（
な
っ
ケ
））

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
中
世
語
「：

낯
（
な
っ
）﹇
粒‐

箇
﹈、낱
﹇（
な
っ
）

箇
﹈」
は
、「
낟
（
な
っ
）」
と
同
根
語
と
書
い
て
あ
る
。
개
（
ケ
）
は
「
個
」

の
「
音
」
で
あ
る
。
낱
개
（‐

個
（
な
っ
ケ
））
も
類
義
語
の
反
復
表
現
で

あ
ろ
う
。
낱
（
な
っ
）
だ
け
で
は
意
味
が
弱
く
、
개
（‐

個
（
ケ
））
を
接

尾
語
の
よ
う
に
つ
け
て
「
一
つ
ず
つ
ば
ら
に
し
て
」
と
い
う
意
味
を
正
確
に

し
て
い
る
と
も
見
え
る
（
個→

一
つ
ず
つ
ば
ら
に
し
て
）。

４
．
담
벽
（‐

壁
（
た
む
ビ
ョ
ク
））

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
담
﹇
墻
・
垣
（tam

）﹈
は
「
둠
﹇
圓
（
원
）﹈

（tum

）」
の
母
音
交
代
形
で
あ
る
と
出
し
な
が
ら
、「
담
（
た
む
）」
は
家

の
周
り
に
巡
ら
し
て
あ
る
「
壁
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
벽
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（
ビ
ョ
ク
）
は
「
壁
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
담
벽
（‐

壁
（
た
む
ビ
ョ
ク
））

は
塀
や
壁
の
面
を
表
す
語
で
類
義
語
の
反
復
表
現
で
意
味
変
化
し
た
よ
う
に

も
見
え
る
（
壁→

壁
面
）。

５
．
담
장
（‐
墻
（
た
む
ジ
ャ
ン
））

「
담
（
た
む
）」
は
「
壁
」
と
い
う
意
味
で
、『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
「
담

장
（←

담
＋
墻
）」「
개
천
（←

개
＋
川
）」「
역

전

앞
（←

驛
前
＋
앞
（
訓

（
前
）））」
は
同
義
語
で
あ
る
固
有
語
と
漢
字
語
が
重
複
さ
れ
て
い
る
言
葉

で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
장
（
ジ
ャ
ン
）
は
「
墻
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
담

（
た
む
）
だ
け
で
も
「
塀
、
垣
、
囲
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
接
尾
語

の
よ
う
に
장
（
ジ
ャ
ン
）
を
つ
け
る
こ
と
で
意
味
が
よ
り
正
確
に
伝
わ
る
の

で
あ
ろ
う
（
接
尾
語
の
よ
う
に
）。

６
．
엿
당
（‐

糖
（
よ
っ
タ
ン
））

『
現
代
實
用
玉
篇
』
に
「
糖
」
の
意
味
を
「
엿
（
よ
っ
）：
飴
・
砂
糖
（
あ

め
玉
）」
と
出
し
て
い
る
。『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス
国
語
辞
典
』
で
は
「
麦
芽
で

糖
化
さ
せ
た
、
甘
味
が
あ
っ
て
粘
り
気
が
あ
る
食
品
」
と
出
し
、「
飴
」
を

指
し
て
い
る
。
당
（
タ
ン
）
は
「
糖
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
類
義
義
の
反
復

表
現
の
엿
당
（‐

糖
（
よ
っ
タ
ン
））
を
『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス
国
語
辞
典
』

で
は
「
マ
ル
ト
ー
ス
（m

altose

）
の
慣
用
名
」
と
出
し
て
い
る
。
即
ち
、

類
義
義
の
反
復
表
現
で
意
味
が
特
定
の
も
の
を
さ
す
語
に
な
っ
た
例
で
あ
ろ

う
（
飴
（
糖
）→

マ
ル
ト
ー
ス
（m

altose

））。

７
．
옻
칠
（‐

漆
（
お
っ
チ
ル
））

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
칠
（
チ
ル
）
に
つ
い
て
「
漆
の
木
を
意
味
す
る

漢
字
の
漆
（
チ
ル：

옻
（
お
っ
）
ウ
ル
シ
・
暗
い
）
の
音
と
意
味
が
同
じ
だ
」

と
あ
る
。
칠
（
チ
ル
）
は
「
漆
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現

で
「
漆
の
塗
料
、
ま
た
は
、
そ
れ
を
塗
る
こ
と
」
と
意
味
が
変
わ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
（
漆→

漆
の
塗
料
）。

８
．
저
울
추
（‐

錘
（
ち
ょ
う
る
チ
ュ
））

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
「
訓
（
義
）」
の
저
울
（
ち
ょ
う
る
）
は
物
の
重

さ
を
は
か
る
器
具
・
機
械
を
ひ
っ
く
る
め
て
さ
す
言
葉
と
し
、
１２
世
紀
の
文

献
の
〈
鷄
林
類
事
〉
に
「
秤
曰
雌
孛
﹇cə-pur

﹈
と
称
し
て
い
る
」
と
あ

る
。『
現
代
實
用
玉
篇
』
に
「
音
」
の
「
錘
추
（
チ
ュ
）」
は
「
お
も
り
」
と

し
て
量
る
も
の
を
指
し
て
い
る
。
저
울
추
（‐

錘
（
ち
ょ
う
る
チ
ュ
））
も

類
義
語
の
反
復
表
現
で
「
分
銅
、
重
り
」
を
特
定
の
も
の
を
さ
す
語
に
意
味

変
化
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
ろ
う
（
秤
（
錘
）→

分
銅
、
重
り
）。

《
日
本
語
》

１
．
日
日
（
ひ
ニ
チ
）

「
音
」
も
「
訓
（
義
）」
も
一
字
漢
（
字
）
語
だ
け
を
対
象
に
し
て
調
べ
た

今
回
で
は
、「
訓
（
義
）」
と
「
音
」
が
同
じ
漢
（
字
）
語
で
あ
る
例
は
「
日

日
（
ひ
ニ
チ
）」
し
か
な
か
っ
た
。類
義
語
の
反
復
表
現
を
使
う
こ
と
で
、「
日

（
ひ
）」
の
「
日
・
陽
・
日
出
か
ら
日
没
の（
５
）間」

の
意
か
ら
「
ひ
ど
り
」「
日

数
」
を
さ
す
語
に
な
り
、
正
確
な
情
報
を
表
す
表
現
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
（
日→

ひ
ど
り
・
日
数
）。

２
．
名
題
（
な
ダ
イ
）

『
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』
第
２
版
で
、「
訓
（
義
）」
の
「
名
（
な
）」
は
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「
な
ま
え
の
意
」
と
出
て
お
り
、「
音
」
の
「
題
（
ダ
イ
）」
は
「
書
物
な
ど

の
名
」
と
し
て
い
る
。
包
摂
関
係
と
も
見
え
る
例
で
あ
ろ
う
。『
明
鏡
国
語

辞
典
』
で
は
「
江
戸
で
、
歌
舞
伎
狂
言
や
浄
瑠
璃
の
題
名
」
と
、「
名
題
看

板
」「
名
題
役
者
」
の
例
を
出
し
て
い
る
。『
広
辞
苑
』
で
は
「
氏
名
や
物
名

を
表
題
に
揚
げ
る
こ
と
」
と
説
明
し
て
い
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
特
定

の
も
の
を
さ
す
語
に
意
味
変
化
し
た
例
で
あ
ろ
う
（
名
（
題
）→

「
名
題
看

板
」
の
よ
う
な
使
い
方
）。

３
．
場
所
（
ば
シ
ョ
）

『
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』
第
２
版
で
、「
訓
（
義
）」
の
「
場
（
ば
）」
は

「
物
事
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
」
と
出
し
、「
音
」
の
「
所
（
シ
ョ
）」
は
「
と

こ
ろ
。
あ
り
か
」
と
出
し
て
い
る
。
共
通
関
係
に
も
思
わ
れ
る
例
で
あ
ろ
う
。

「
場
（（
６
）ば）」
に
接
尾
語
の
よ
う
に
「
所
（
シ
ョ
）」
を
つ
け
て
強
調
し
て
い

る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
（
接
尾
語
の
よ
う
に
）。

４
．
場
席
（
ば
セ
キ
）

『
小
学
館
日
本
語
新
辞
典
』
で
は
、「
場
席
（
ば
セ
キ
）」
を
や
や
古
風
な
言

い
方
と
言
い
な
が
ら
「
①
場
所
。
空
間
。
②
い
る
べ
き
席
。
座
席
」
と
あ
る
。

「
訓
（
義
）」
は
「
場
（
ば
）」
で
あ
る
。「
音
」
の
「
席
（
セ（
７
）キ）」

は
漢

（
字
）
語
で
あ
る
が
、完
全
に
日
本
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
語
で
あ
ろ
う
。

類
義
語
の
反
復
表
現
で
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
席
（
セ

キ
）」
と
い
う
語
の
勢
力
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
「
場
席
（
ば
セ
キ
）」
は

使
わ
な
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

《
韓
国
語
》「
訓
（
義
）
＋
音
」
の
例
は
８
語

・「
개
천
（‐

川
（
け
チ
ョ
ン
））、
낱
개
（‐

個
（
な
っ
ケ
））、
담
장
（‐

墻

（
た
む
ジ
ャ
ン
））、
옻
칠
（‐

漆
（
お
っ
チ
ル
））」
の
４
語
は
、
同
義
語
の

反
復
表
現
で
あ
ろ
う
。

・「
글
자
（‐

字
（
く
る
ザ
））、
담
벽
（‐

壁
（
た
む
ビ
ョ
ク
））、
엿
당

（‐

糖
（
よ
っ
タ
ン
））、저
울
추
（‐

錘
（
ち
ょ
う
る
チ
ュ
））」
の
４
語
は
、

同
義
語
で
は
な
い
が
類
義
語
に
見
え
る
反
復
表
現
で
あ
ろ
う
。

・「
담
벽
（‐

壁
（
た
む
ビ
ョ
ク
））・（
壁→

壁
面
）、
엿
당
（‐

糖
（
よ
っ

タ
ン
））・（（
飴
（
糖
）→

マ
ル
ト
ー
ス
（m

altose

））、
옻
칠
（‐

漆
（
お
っ

チ
ル
））・（
漆→

漆
の
塗
料
）、
저
울
추
（‐

錘
（
ち
ょ
う
る
チ
ュ
））・（
秤

（
錘
）→

分
銅
））」
の
４
語
は
、
同
義
語
の
反
復
表
現
が
１
語
（
옻
칠

（‐

漆
（
お
っ
チ
ル
）））
と
類
義
語
の
反
復
表
現
が
３
語
は
、
意
味
変
化
し

た
よ
う
に
も
見
え
る
。
同
義
語
の
反
復
表
現
は
意
味
変
化
し
に
く
く
、
類
義

語
の
反
復
表
現
は
意
味
変
化
し
や
す
い
よ
う
に
見
え
る
。

・「
개
천
（‐

川
（
け
チ
ョ
ン
））、
낱
개
（‐

個
（
な
っ
ケ
））、
담
장
（‐

墻

（
た
む
ジ
ャ
ン
））、
글
자
（‐

字
（
く
る
ザ
））」
の
４
語
は
、
類
義
語
の
反

復
表
現
が
１
語
（
글
자
（‐

字
（
く
る
ザ
）））
と
同
義
語
の
反
復
表
現
は
３

語
が
あ
る
が
、
正
確
に
表
す
た
め
に
漢
（
字
）
語
を
接
尾
語
の
よ
う
に
使
っ

て
可
視
化
し
て
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
例
で
あ
ろ
う
。
類
義
語
の

反
復
表
現
は
接
尾
語
の
よ
う
な
も
の
が
付
き
に
く
く
、
同
義
語
の
反
復
表
現

は
接
尾
語
の
よ
う
な
も
の
が
付
き
や
す
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

・「
付
語
」
と
「
本
語
」
と
分
け
る
の
は
難
し
い
が
、固
有
語
の
「
訓
（
義
）」

に
漢
（
字
）
語
の
「
音
」
の
意
味
を
加
え
て
、
可
視
化
の
効
果
に
よ
り
意
味

が
正
確
に
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

《
日
本
語
》「
訓
（
義
）
＋
音
」
の
例
は
４
語
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・「
日
日
（
ひ
ニ
チ
）」
の
１
語
は
同
義
語
の
反
復
表
現
で
、「
名
題
（
な
ダ

イ
）、
場
所
（
ば
シ
ョ
）、
場
席
（
ば
セ
キ
）」
の
３
語
は
同
義
語
で
は
な
い

が
類
義
語
の
反
復
表
現
で
あ
ろ
う
。

・「
日
日
（
ひ
ニ
チ
）・（
日→

ひ
ど
り
・
日
数
）、名
題
（
な
ダ
イ
）・（
名
（
題
）

→

名
題
看
板
」
の
よ
う
に
意
味
変
化
し
た
例
は
２
語
が
あ
っ
た
。

・
正
確
に
表
す
た
め
に
漢
（
字
）
語
を
接
尾
語
の
よ
う
に
使
っ
た
例
は
「
場

所
（
ば
シ
ョ
）」
の
１
語
が
あ
る
。「
場
席
（
ば
セ
キ
）」
の
よ
う
に
古
風
な

言
い
方
の
１
例
も
あ
る
。

二‐

二‐

二

「
音
＋
訓（
義
）」
の
例
（
重
箱
読
み
の
よ
う
な
例
）

《
韓
国
語
》

１
．
각
뿔
（
角‐

（
カ
ッ
ぷ
る
））

각
（
カ
ッ
）
は
「
角
」
の
音
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
〈
三
国
史

記
〉〉
の
「
舒
發
翰
•
舒
弗
邯
•
角
干
（
ᄲᅮᆯ
한
（
ぷ
ら
ん
））
が
出
て
い
る
」

と
角
（
ぷ
る
）
は
モ
ン
ゴ
ル
語
でeber

だ
が
新
羅
時
代
の
「
伊
罰
、
伊
伐
、

于
伐
」
に
音
写
し
て
使
っ
て
、
朝
鮮
初
期
に
「
ᄲᅮᆯ
﹇
角
（
각
）﹈」
に
表
記
し

た
語
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
な
の
で
、
類
義
語
の
反
復
表
現
で
意
味
が
数
学

の
「
角
錐
」
を
さ
す
語
に
意
味
が
変
わ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
角→
角

錐
）。

２
．
금
값
（
金‐

（
ク
ム
か
ぷ
））

금
（
ク
ム
）
は
「
金
」
の
「
音
」
で
あ
る
。『
現
代
實
用
玉
篇
』
に
は
「
お

金
、貨
幣
（
금
（
ク
ム
））」
と
書
い
て
例
と
し
て
「
金
銭
」
を
出
し
て
い
る
。

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
값
（
か
ぷ
）
は
買
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
た
め

に
決
め
た
金
額
、
価
値
、
数
又
は
数
量
と
言
い
な
が
ら
古
代
日
本
語
「kafi

﹇
代
價
（
대
가
）﹈」
は
「
값
（
か
ぷ
）」
に
対
応
し
て
い
る
と
書
い
て
あ
る

の
で
、
類
義
語
の
反
復
表
現
で
금
값
（
金‐

（
ク
ム
か
ぷ
））
は
「
最
高
の

金
額
」
と
い
う
意
味
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
接
頭
語
の
よ
う
に
금
（
金‐

（
ク
ム
））
を
つ
け
て
強
調
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
（
接
頭
語
の
よ
う

に
）。

３
．
납
땜
（
鑞‐

（
ナ
プ
て
む
））

납
（
ナ
プ
）
は
「
鑞
」
の
音
で
あ
る
。『
東
亜
漢
韓
大
辞
典
』
に
は
「
鉛
と

真
鍮
と
の
合
金
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
「
납
（
な
ぷ
）

﹇
鉛
（
연
（
ヨ
ン
））﹈」
は
〈
三
国
史
記
〉〉
に
「
鉛
城
本
乃
勿
忽
」
と
出

て
、
高
句
麗
末
に
は
「﹇
乃
勿
（
나
모
리
）（
な
も
り
）﹈」
と
、
高
麗
の
〈
鄕

藥
救
急
方
〉
の
「﹇
那
勿
（
나
물
（
な
む
る
））﹈」
が
後
に
「
납
（
な
ぷ
）」

と
な
り
、
日
本
語
の
「nam

aru

（
鉛
）」
と
一
致
し
、
납
땜
（
ナ
プ
て
む
）

な
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。『
朝
鮮
語
辞
典
』
で
は
납

땜
（
鑞‐

（
ナ
プ
て
む
））
を
「
鑞
付
け
、は
ん
だ
づ
け
」
と
あ
る
。「
납
（
ナ

プ
）
鑞
」
と
「
납
（
な
ぷ
）
鉛
」
と
は
、
同
音
で
混
同
さ
れ
、
接
合
・
合
金

す
る
時
に
は
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。「
땜
（
て
む
）」

も
땜
질
（
は
ん
だ
付
け
、
継
ぎ
当
て
、
継
ぎ
は
ぎ
、
一
部
だ
け
繕
う
こ
と
）

の
縮
約
形
で
땜
（
て
む
））
で
あ
る
。「
땜
（
て
む
）」
に
납
（
鑞‐

（
ナ
プ
））

を
接
尾
語
の
よ
う
に
つ
け
た
例
で
あ
ろ
う
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
強
調
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
例
で
あ
ろ
う
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

４
．
누
다
락
（
樓‐

（
ヌ
だ
ら
く
））

누
（
ヌ
）
は
「
樓
」
の
「
音
」
で
あ
る
。『
現
代
實
用
玉
篇
』
に
は
「
た
か
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ど
の
」
と
書
き
、
例
と
し
て
「
楼
閣
・
楼
門
」
を
出
し
て
い
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
다
락
（
だ
ら
く
）
は
「
高
く
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
意

味
で
あ
る
」
と
書
い
て
、
ま
た
、
누
다
락
（
樓‐

（
ヌ
だ
ら
く
））
を
「
누

（
ヌ
）
樓
」
と
「
楼
閣
・
高
殿
の
上
の
階
」
と
の
合
成
語
で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
あ
る
が
、『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス
国
語
辞
典
』

で
は
「
楼
閣
・
高
殿
の
上
の
階
」
と
言
い
、場
所
を
指
し
て
い
る
言
葉
に
な
っ

て
い
る
。
即
ち
、
類
義
語
の
反
復
表
現
で
意
味
の
強
調
よ
り
特
定
の
場
所
を

指
す
語
に
意
味
変
化
し
た
と
も
見
え
る
例
で
あ
ろ
う
（
樓→

楼
閣
・
高
殿
の

上
の
階
）。

５
．
담
요
（
毯‐

（
タ
ム
よ
））

담
（
タ
ム
）
は
「
毯
」
の
音
で
あ
る
。『
東
亜
漢
韓
大
辞
典
』
に
は
「
毛
で

編
ん
だ
敷
物
敷
」
と
あ
る
。
요
（
よ
）
に
つ
い
て
『
우
리
말

語
源
辞
典
』

で
は
「
人
が
横
に
な
っ
た
り
、
座
る
時
に
敷
く
敷
物
」
そ
し
て
「
漢
字
「
褥

（
욕
（
ヨ
ク
））」
か
ら
終
声
（
パ
ッ
チ
ム
）
が
脱
落
し
た
言
葉
で
あ
る
」
と

書
い
て
あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
接
頭
語
の
よ
う
に
담
（
毯‐

（
タ

ム
））
を
つ
け
て
強
調
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

６
．
당
집
（
堂‐

（
タ
ン
じ
ぷ
））

당
（
タ
ン
）
は
「
堂
」
の
「
音
」
で
、『
東
亜
漢
韓
大
辞
典
』
に
は
「
い
え

（
家
）」
と
あ
る
。
집
（
じ
ぷ
）
に
つ
い
て
『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
は
人

が
住
む
た
め
に
作
っ
た
建
物
と
述
べ
、
語
源
的
意
味
は
作
っ
た
も
の
で
あ
る

と
述
べ
た
後
、「
짓
다
（
ち
っ
た
）﹇
作
（
작
）﹈」
の
語
根
「
짓
（
ち
っ
）」

と
同
じ
で
「
깃
（
き
っ
）
／
짓
（
ち
っ
）﹇
羽
﹈」
と
同
根
語
で
あ
る
（
깃

（
き
っ
）﹇
巢
（
소
）﹈→

짓
（
ち
っ
）→

집
（
ち
ぷ
））。
類
義
語
の
反
復
表

現
で
意
味
が
変
わ
っ
て
「
神
仏
を
祭
る
お
堂
」
と
特
定
の
も
の
を
さ
す
語
に

な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
家→

神
仏
を
祭
る
お
堂
）。

７
．
분
가
루
（
粉‐

（
ブ
ン
が
る
））

「
분
（
ブ
ン
）
は
「
粉
」
の
「
音
」
で
、『
現
代
實
用
玉
篇
』
に
は
「
こ
な
」

と
書
い
て
例
と
し
て
「
粉
末
、
粉
食
な
ど
」
を
出
し
て
い
る
。『
우
리
말

語

源
辞
典
』
で
は
「
가
루
（
が
る
）」
に
つ
い
て
「
가
루
﹇
粉
（
분
）﹈
の
語
源

的
な
意
味
は
「
擦
っ
て
細
か
く
砕
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
。「
분

가
루
（
粉‐

（
ブ
ン
が
る
））」
は
『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス
国
語
辞
典
』
で
は

「
⒈
．
化
粧
品
の
粉
の
粉
末
。
⒉
．
粉
の
よ
う
に
白
い
粉
末
」
と
出
し
て
い

る
よ
う
に
、
類
義
語
の
反
復
表
現
で
特
定
の
も
の
を
さ
す
語
に
な
っ
た
例
で

あ
ろ
う
（
粉→

化
粧
品
の
粉
の
粉
末
）。

８
．
삼
세
판
（
三‐

（
サ
ム
せ
ぱ（
８
）ん））

삼
（
サ
ム
）
は
「
三
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
셋
（
せ
っ
）
に
つ
い
て
『
우
리

말

語
源
辞
典
』
で
は
〈
鷄
林
類
事
〉
に
「
三
曰
酒
斯
乃
切
﹇sai

﹈」、〈
朝

鮮
館
驛
語
〉
に
は
「
三

色
二
﹇səi

﹈」
と
な
ど
の
例
を
出
し
て
い
る
。

삼
세
（
三‐

（
サ
ム
せ
））
で
類
義
語
の
反
復
表
現
で
あ
ろ
う
。
판
（
ぱ
ん
）

に
つ
い
て
『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
「
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
席
か
場
面

又
は
樂
調
を
表
す
」
と
あ
る
。
삼
세
판
（
三‐

（
サ
ム
せ
ぱ
ん
））
は
「
多

か
ら
ず
少
な
か
ら
ず
必
ず
三
回
」
と
い
う
意
で
삼
（
サ
ム
）
を
接
頭
語
の
よ

う
に
つ
け
て
「
三
回
」
を
強
調
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

９
．
옥
구
슬
（
玉
（‐

オ
ッ
く
す
る
））

옥
（
オ
ッ
）
は
「
玉
」
の
「
音
」
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
は
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〈
三
国
史
記
〉
で
구
슬
﹇
玉
（
옥
）﹈
を
「
古
斯
／
兵
斯
﹇*

고
사
（
こ
さ
）

／
구
사
（
く
さ
）﹈」、〈
鷄
林
類
事
〉
に
「
珠
曰
區
戌
（
주
왈
구
술
（
チ
ュ
ワ

ル
く
す
る
））」
と
書
い
て
あ
る
と
述
べ
、
今
日
の
「
구
슬
（
く
す
る
）」
と

一
致
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語
の
「kusirö

﹇
釧
ㆍ
玉
﹈」

は
韓
国
語
の
「
구
슬
﹇
株
﹈（
く
す
る
）」
の
借
用
語
の
蓋
然
性
が
高
い
と
述

べ
て
い
る
。「
本
語
」
の
「
구
슬
﹇
株
﹈（
く
す
る
）」
に
接
頭
語
の
よ
う
に

「
付
語
」
の
「
옥
（
オ
ッ
）」
を
入
れ
て
も
っ
と
価
値
の
あ
る
「
구
슬
﹇
株
﹈

（
く
す
る
）」
を
表
す
た
め
に
類
義
語
の
反
復
表
現
を
使
っ
て
強
調
し
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

장
마
당
（
場‐

‐

（
チ
ャ
ン
ま
だ
ん
））

장
（
チ
ャ
ン
）
は
「
場
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
마
당
（
ま
だ
ん
）
に
つ
い
て

『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
は
何
か
が
行
わ
れ
て
い
る
席
又
は
場
面
と
述
べ

な
が
ら
、
中
世
語
形
は
「
맡
（
ま
っ
）」
で
あ
り
、
１６
世
紀
頃
の
〈
訓
蒙
字

會
〉
に
は
「
맏
﹇
場
・
圃
﹈（
ま
っ
）」
と
し
て
出
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
장
마
당
（
場‐

‐

（
チ
ャ
ン
ま
だ
ん
））
を
『
民
衆
エ
ッ
セ
ン
ス

国
語
辞
典
』
で
は
「
市
が
立
つ
と
こ
ろ
、
市
場
」
と
書
い
て
あ
る
。
類
義
語

の
反
復
表
現
で
特
定
の
場
所
を
指
す
語
に
意
味
が
変
わ
っ
た
例
で
あ
ろ
う

（
場→

市
が
立
つ
と
こ
ろ
）。

１１.
．
장
터
（
場‐

（
チ
ャ
ン
と
））

장
（
チ
ャ
ン
）
は
「
場
」
の
「
音
」
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で

「
터
（
と
）」
は
「
┣﹇人
」
の
よ
う
に
新
羅
・
高
句
麗
の
「
達
」
が
変
化
し
た

言
葉
で
「
達
」
は
「
양
달
（
陽
達
）、
응
달
（
陰
達
）」
な
ど
の
よ
う
に
「
땅

﹇
地
﹈（
た
ん
）」
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
땅
﹇
地
﹈（
た
ん
）」
と
「
터

﹇
垈
﹈（
と
）」
は
同
根
語
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
터
（
と
）」

は
「
所
（
場
所
）」
又
は
「
席
」
の
意
味
で
「
장
터
（
場‐

（
チ
ャ
ン
と
））」

な
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。「
장
터
（
場‐

（
チ
ャ
ン

と
））」
も
「
장
마
당
（
場‐

‐

（
チ
ャ
ン
ま
だ
ん
））」
と
同
じ
意
味
で
「
市

が
立
つ
と
こ
ろ
」
で
あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
特
定
の
場
所
を
さ
す
語

に
意
味
が
変
わ
っ
た
例
で
あ
ろ
う
（
場→

市
が
立
つ
と
こ
ろ
）。

１２.
．
장
판
（
場‐

（
チ
ャ
ン
ぱ
ん
））

장
（
チ
ャ
ン
）
は
「
場
」
の
「
音
」
で
あ
る
。
판
（
ぱ
ん
）
は
『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
「
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
席
か
場
面
又
は
樂
調
を
表
す
」
と

あ
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
장
마
당
（
場‐

‐

（
チ
ャ
ン
ま
だ
ん
））
と

장
터
（
場‐

（
チ
ャ
ン
と
））
と
同
じ
意
味
の
「
市
が
立
つ
と
こ
ろ
」
で
あ

る
。
ま
た
比
喩
的
に
「
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
ご
っ
た
返
し
て
い
る
と
こ

ろ
」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
意
味
が
変
わ
っ
た
例

で
あ
ろ
う
（
場→

人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
ご
っ
た
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
）。

１３.
．
족
발
（
足‐

（
チ
ョ
ッ
ぱ
る
）

족
（
チ
ョ
ク
）
は
「
足
」
の
「
音
」
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
に
は

〈
鷄
林
類
事
〉
の
「
足
曰
撥
（
족
왈
발
）（
チ
ョ
ク
わ
る
ぱ
る
）」
の
「
발

﹇
足
﹈（
ぱ
る
）」
は
中
世
語
の
「（
발
（
ぱ
る
）」
を
経
っ
て
現
代
語
と
一
致

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
類
義
語
の
反
復
表
現
で
意
味
が
「
豚

を
殺
し
て
脚
を
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
け
て
調
理
し
た
豚
足
」
の
意
味
に
な

る
。
特
定
の
料
理
を
指
す
語
に
意
味
変
化
し
た
例
で
あ
ろ
う
（
足→

豚
足
の

料
理
）。
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１４.
．
철
쇠
（
鐵‐

（
チ
ョ
ル
せ
））

철
（
チ
ョ
ル
）
は
「
鐵
」「
音
」
で
あ
る
。『
우
리
말

語
源
辞
典
』
で
は
１２

世
紀
の
文
献
の
〈
鷄
林
類
事
〉
に
「
鐵
曰
歲
﹇soi

﹈」
と
表
記
し
た
と
言

い
、
現
代
語
の
「
쇠
（
せ
）」
は
「
소
이
（
そ
い
）」
が
縮
ん
だ
形
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
類
義
語
の
反
復
表
現
で
意
味
が
変
わ
っ
て
「
強
い
金
属
」
と

「
強
い
存
在
」
な
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。「
쇠
（
せ
）」
だ
け
で
も
「
強
い
」

の
に
接
頭
語
の
よ
う
に
漢
（
字
）
語
の
「
철
鐵
（
チ
ョ
ル
）」
が
加
わ
っ
て

も
っ
と
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
（
接
頭
語
の
よ
う
に
）。

《
日
本
語
》

「
音
＋
訓
（
義
）」
の
同
じ
漢
（
字
）
語
が
「
日
日
（
ひ
ニ
チ
）」
の
よ
う
に

二
回
現
れ
る
例
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

１
．
店
屋
（
テ
ン
や
）

『
明
鏡
国
語
辞
典
』、『
小
学
館
日
本
語
新
辞
典
』、『
新
明
解
国
語
辞
典
』
の

３
つ
の
辞
典
に
は
な
い
が
、『
広
辞
苑
』
に
は
見
出
し
語
が
あ
る
。『
五
十
音

引
き
漢
和
辞
典
』
第
２
版
で
、「
音
」
の
「
店
（
テ
ン
）」
は
「
み
せ
。
た
な
。

商
家
」
と
出
し
て
い
る
。「
訓
（
義
）」
の
「
屋
（
や
）」
を
『
明
鏡
国
語
辞

典
』
で
は
「
肉
屋
、
植
木
屋
」
の
よ
う
に
名
詞
に
つ
く
接
尾
語
と
し
「
そ
の

商
売
を
営
む
人
や
家
の
意
を
表
す
」
と
出
し
て
い
る
。『
広
辞
苑
』
で
は
「
店

屋
（
テ
ン
や
）」
を
「
特
に
、
飲
食
物
を
売
る
店
」
と
出
し
て
い
る
。
類
義

語
の
反
復
表
現
で
「
飲
食
物
を
売
る
店
」
を
指
し
て
い
る
が
「
音
」
の
「
テ

ン
」
に
接
尾
語
の
よ
う
に
「
屋
（
や
）」
を
つ
け
て
特
定
の
も
の
を
さ
す
語

に
な
っ
た
例
で
あ
ろ
う
（
接
尾
語
の
よ
う
に
）。

２
．
本
元
（
ホ
ン
も
と
）

『
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』
第
２
版
で
、「
音
」
の
「
本
（
ホ
ン
）」
は
「
①

も
と
。
物
事
の
基
礎
。
大
も
と
。
も
と
か
ら
」「
②
も
と
と
な
る
。
主
要
・

中
心
と
な
る
」
と
出
し
て
い
る
。「
訓
（
義
）」
の
「
元
（
も
と
）」
を
『
新

明
解
国
語
辞
典
』
で
は
「
㊁
そ
れ
が
成
り
立
つ
基
礎
・
根
源
と
な
る
も
の
」

と
出
し
て
い
る
。「
本
元
（
ホ
ン
も
と
）」
は
類
義
語
の
反
復
表
現
で
「
い
ち

ば
ん
の
も
と
」
と
い
う
意
で
「
本
家
本
元
」
の
よ
う
に
使
わ
れ
、「
本
家
」

を
強
調
し
て
い
う
語
に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
例
で
あ
ろ
う

（
も
と→

本
家
本
元
）。

３
．
紋
柄
（
モ
ン
が
ら
）

『
新
明
解
国
語
辞
典
』
は
「
織
物
に
織
り
出
さ
れ
た
模
様
の
様
子
。
模
様
の

柄
」
と
出
し
て
い
る
。『
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』
第
２
版
で
、「
音
」
の
「
紋

（
モ
ン
）」
は
「
あ
や
。
模
様
」
と
出
し
て
い
る
。「
柄
（
が
ら
）」
を
『
明

鏡
国
語
辞
典
』
で
は
「
布
・
織
物
な
ど
の
模
様
」
と
言
い
な
が
ら
、
名
詞
に

つ
く
接
尾
語
で
「
土
地
柄
」、「
商
売
柄
朝
が
早
い
」、「
時
節
柄
ご
自
愛
く
だ

さ
い
」
の
例
を
出
し
て
い
る
。「
紋
柄
（
モ
ン
が
ら
）」
で
も
「
柄
（
が
ら
）」

が
接
尾
語
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
ろ

う
（
接
尾
語
の
よ
う
な
役
割
）。

《
韓
国
語
》「
音
＋
訓
（
義
）」
の
例
は
１４
語

・「
각
뿔
（
角‐

（
カ
ッ
ぷ
る
））、
납
땜
（
鑞‐

（
ナ
プ
て
む
））、
누
다
락

（
樓‐
（
ヌ
だ
ら
く
））、
담
요
（
毯‐

（
タ
ム
よ
））、
당
집
（
堂‐

（
タ
ン

じ
ぷ
））、
분
가
루
（
粉‐

（
ブ
ン
が
る
））、
삼
세
판
（
三‐

（
サ
ム
せ
ぱ

ん
））、
옥
구
슬
（
玉‐
（
オ
ッ
く
す
る
））、
족
발
（
足‐

（
チ
ョ
ッ
ぱ
る
）、
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철
쇠
（
鐵‐

（
チ
ョ
ル
せ
））」
の
１０
語
は
同
義
語
と
思
わ
れ
る
語
の
反
復
表

現
で
あ
ろ
う
。

・「
금
값
（
金‐

（
ク
ム
か
ぷ
））、
장
마
당
（
場‐

‐

（
チ
ャ
ン
ま
だ
ん
））、

장
터
（
場‐
（
チ
ャ
ン
と
））、
장
판
（
場‐

（
チ
ャ
ン
ぱ
ん
））」
の
４
語
は

類
義
語
と
も
見
え
る
語
の
反
復
表
現
で
あ
ろ
う
。

・「
각
뿔
（
角‐
（
カ
ッ
ぷ
る
））・（
角→

角
錐
）、
누
다
락
（
樓‐

（
ヌ
だ

ら
く
））・（
樓→

楼
閣
・
高
殿
の
上
の
階
）、
당
집
（
堂‐

（
タ
ン
じ
ぷ
））・

（
家→

神
仏
を
祭
る
お
堂
）、
분
가
루
（
粉‐

（
ブ
ン
が
る
））・（
粉→

化
粧

品
の
粉
の
粉
末
）、
족
발
（
足‐
（
チ
ョ
ッ
ぱ
る
））・（
足→

豚
足
の
料
理
）、

장
마
당
（
場‐

‐

（
チ
ャ
ン
ま
だ
ん
））・（
場→

市
が
立
つ
と
こ
ろ
）、
장
터

（
場‐

（
チ
ャ
ン
と
））・（
場→

市
が
立
つ
と
こ
ろ
）、
장
판
（
場‐

（
チ
ャ

ン
ぱ
ん
））・（
場→

人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
ご
っ
た
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
）」

の
８
語
は
意
味
変
化
し
た
語
で
あ
ろ
う
。
同
義
語
の
反
復
表
現
が
５
例
で
意

味
変
化
し
や
す
く
、
類
義
語
の
反
復
表
現
は
３
語
で
意
味
変
化
し
に
く
い
よ

う
に
も
見
え
る
。

・
韓
国
語
は
「
납
땜
（
鑞‐

（
ナ
プ
て
む
））、
담
요
（
毯‐
（
タ
ム
よ
））、

삼
세
판
（
三‐

（
サ
ム
せ
ぱ
ん
））、
옥
구
슬
（
玉‐

（
オ
ッ
く
す
る
））、
철

쇠
（
鐵‐

（
チ
ョ
ル
せ
））、
금
값
（
金‐

（
ク
ム
か
ぷ
））」
の
６
語
は
正
確

に
伝
え
る
た
め
に
漢
（
字
）
語
を
接
頭
語
の
よ
う
に
使
っ
た
例
で
あ
ろ
う
。

同
義
語
が
５
語
で
接
頭
語
の
よ
う
な
も
の
が
付
き
や
す
く
、
類
義
語
の
反
復

表
現
が
接
頭
語
の
よ
う
な
も
の
が
付
き
に
く
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

《
日
本
語
》「
音
＋
訓
（
義
）」
の
例
は
３
語

・「
店
屋
（
テ
ン
や
）、
本
元
（
ホ
ン
も
と
）、
本
元
（
ホ
ン
も
と
）」
の
３
語

は
同
義
語
で
は
な
い
が
類
義
語
と
も
見
え
る
語
の
反
復
表
現
で
あ
ろ
う
。
同

義
語
に
見
え
る
語
の
反
復
表
現
の
例
は
な
か
っ
た
。

・「
本
元
（
ホ
ン
も
と
）・（
も
と→

本
家
本
元
）」
の
よ
う
に
意
味
変
化
し
た

例
が
１
語
で
あ
ろ
う
。

・
日
本
語
の
２
語
は
「
店
屋
（
テ
ン
や
）、
紋
柄
（
モ
ン
が
ら
）」
は
「
訓

（
義
）」
の
「
屋
（
や
）、
柄
（
が
ら
）」
が
接
尾
語
の
よ
う
に
つ
い
た
例
で

あ
ろ
う
。三

お
わ
り
に

《
韓
国
語
》

나
찬
연
（
２
０
０
４
）
は
「
담
장
（‐

墻
（
た
む
ジ
ャ
ン
））、
분
가
루

（
粉‐

（
ブ
ン
が
る
））、
족
발
（
足‐

（
チ
ョ
ッ
ぱ
る
）、
야
밤
（
夜‐

（
ヤ

ば
む
））、
로
프
（roup

）
줄
（
じ
ゅ
る
（
紐
））
な
ど
」
の
例
を
出
し
て

「
漢
字
語
か
西
洋
の
外
来
語
か
を
聞
く
人
が
解
ら
な
か
っ
た
り
、
伝
達
途
中

で
障
害
が
発
生
し
、
意
思
疎
通
が
円
滑
に
進
ま
な
い
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
適

定
量
の
情
報
よ
り
も
っ
と
多
い
情
報
を
与
え
る
か
ら
起
こ
る
現
象
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
漢
（
字
）
語
の
情
報
の
「
音
」
に
「
訓
（
義
）」

の
情
報
を
入
れ
て
よ
り
意
味
を
正
確
に
表
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
별

달
리
（
別‐

（
ピ
ョ
ル
た
る
り
））、
담
장
（‐

墻
（
た
む
ジ
ャ
ン
））、
옥
구

슬
（
玉‐

（
オ
ッ
く
す
る
））」
の
「
달
리
（
た
る
り
）、
담
（
た
む
）、
구
슬

（
く
す
る
）」
の
漢
字
で
書
か
な
く
て
も
固
有
語
だ
け
も
「
訓
（
義
）」
の

「
べ
つ
（
別
）
に
、
へ
い
（
塀
）、
た
ま
（
珠
）」
と
い
う
意
味
が
通
じ
る
。

「
訓
（
義
）」
の
固
有
語
の
「
本
語
」
だ
け
で
も
良
い
の
に
接
頭
語
・
接
尾

辞
の
よ
う
に
漢
（
字
）
語
の
「
付
語
」
の
「
音
」
を
つ
け
て
よ
り
強
調
し
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
即
ち
、「
音
」
の
情
報
を
入
れ
て
可
視
化
し
て
い
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る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

《
日
本
語
》

日
本
語
は
「
訓
（
義
）」
に
も
当
て
字
を
し
て
可
視
化
し
て
情
報
を
伝
え
る

の
で
、
一
字
の
漢
（
字
）
語
の
場
合
、
わ
ざ
わ
ざ
同
じ
漢
（
字
）
語
を
２
回

繰
り
返
し
「
訓
（
義
）
＋
音
」・「
音
＋
訓
（
義
）」
で
表
す
必
要
性
が
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
た
め
例
が
少
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。韓
国
語
の
類
義
語
・

同
義
語
の
反
復
表
現
で
漢
（
字
）
語
の
「
音
」
を
接
頭
語
（
又
は
接
尾
語
）

の
よ
う
に
可
視
化
し
て
い
る
が
、日
本
語
は
「
紋
柄
（
モ
ン
が
ら
）」
の
「
訓

（
義
）」
の
「
柄
（
が
ら
」
の
よ
う
に
漢
（
字
）
語
を
当
て
字
に
使
っ
て
可

視
化
し
て
接
尾
語
に
使
わ
れ
る
例
も
あ
る
。

《
比
較
》

日
本
語
は
「
紋
柄
（
モ
ン
が
ら
）」
の
よ
う
に
「
付
語
」
の
接
尾
語
に
使
う

例
が
あ
り
、
韓
国
語
も
「
애
초
（‐

初
（
え
チ
ョ
））」
の
「
訓
（
義
）」
の

「
애
（
え
）」
を
接
頭
語
に
使
う
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
韓
国
語
は
固
有
語

の
「
애
（
え
）」
を
「
付
語
」
し
、「
音
」
の
「
초
（‐

初
（
チ
ョ
））」
を
「
本

語
」
に
し
た
例
が
あ
る
が
、「
訓
（
義
）」
を
「
本
語
」
に
し
、
漢
（
字
）
語

を
「
付
語
」
に
し
て
接
頭
語
（
接
尾
語
）
の
よ
う
に
使
う
例
が
多
い
。
日
本

語
は
当
て
字
の
影
響
で
可
視
化
し
て
い
る
た
め
な
の
か
「
本
語
」
と
「
付

語
」
と
分
け
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
当
て
字
を
し
な
い
で
固
有
語

を
そ
の
ま
ま
使
う
韓
国
語
は
、
同
義
語
・
類
義
語
の
反
復
表
現
で
は
固
有
語

の
「
訓
（
義
）」
を
「
本
語
」
に
し
て
、
一
文
字
の
漢
（
字
）
語
を
可
視
化

し
て
強
調
す
る
た
め
に
「
付
語
」
に
使
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

注

（
１
）
「
音
」
は
括
弧
の
中
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
、「
訓
（
義)

」
は
ひ
ら
が

な
で
書
く
こ
と
に
す
る
。

（
２
）
우
리
말
（
ウ
リ
マ
ル
）
は
韓
国
語
の
言
葉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
３
）
等
価
関
係
、
包
摂
関
係
、
共
通
関
係
、
隣
接
関
係
の
細
か
い
分
類
は
し

な
い
で
類
義
語
と
す
る
。

（
４
）
『
우
리
말
의

통
사

어
찌
씨

연
구
』「
‘
별
달
리
’〈
다
른

것
과

특

별
히

다
르
게
〉
의
뜻
을
지
닌
어
찌
씨
로
…
」「
訳
（
著
者
）
…
「
별
달

리
」は〈
他
の
も
の
と
特
別
に
異
な
っ
て
〉の
意
味
を
持
っ
て
い
る
副
詞
…
」

（
５
）
『
日
本
語
源
広
辞
苑
』「
ひ
【
日
・
陽
】
…
日
出
か
ら
日
没
ま
で
の
間

を
意
味
し
ま
す
」

（
６
）
『
日
本
語
源
広
辞
苑
』「
ば
【
場
】
語
源
は
、「
マ
（
間
・
土
間
・
庭)

の
音
韻
変
化
の
バ
」
で
す
。
転
じ
て
、
広
く
、
場
所
の
意
に
な
っ
た
言
葉

で
す
。」

（
７
）
『
明
鏡
国
語
辞
典
』「
せ
き
【
席
】
①
す
わ
る
場
所
。
す
わ
る
よ
う
に

決
め
ら
れ
た
場
所
。
…
②
会
・
催
し
な
ど
が
行
わ
れ
る
場
、
場
所
。
…
」

（
８
）

(

삼
세
번
（
三‐

番
（
サ
ム
せ
ボ
ン))

）
も
あ
る
が
、
漢
（
字
）
語
が

二
つ
あ
る
の
は
対
象
外
と
す
る
。
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